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Ａ．研究目的 

思春期や青年期の青少年は暴力や性的被害

など対人関係に関連するトラウマを受けやす

い。日本は特有のハイコンテクストな文化を持

つため SNS によるいじめや無視といった目に

見えづらい陰湿な攻撃も多い。こうした対人ト

ラウマは心的外傷後ストレス症状をもたらす

だけでなく、引きこもり，物質依存，自殺への

リスクを高めるため精神保健上の問題となっ

ている。これまでこうした青少年に対して成人

用のトラウマ焦点化認知行動療法などを援用

してきた。しかしながら、青少年は成人と比べ

て解離症状を呈しやすく、その出現時に自傷・

自殺行為や再被害が発生する危険が高いと報

告されている１）。また、青少年は成人と比較し

て衝動コントロールの能力も十分でないこと

も多く、本人の対処能力のみでトラウマ症状か

ら回復するには困難な事例も散見される。上記

にくわえて、青少年は大人を頼ることが難しい

心理的発達過程にあり、支援が遅延しがちとな

り、結果として成人期以降のメンタルヘルス不

調につながることも少なくない。 

そこで本研究では青少年にとって最も身近で

ある親が支援者として彼らを支えるために求

められる役割を理解し機能するために、親用の

心理教育マテリアルを作成することを目的し

た。 

 

Ｂ．研究方法 

 本研究の方法は以下の方法で行った。 

研究要旨 

本邦において児童期や青少年期のメンタルヘルスに対する関心は年々高まっている。青少年

期では暴力、性被害をはじめ陰湿ないじめ、不適切な養育などの対人トラウマ被害に遭いやす

く、トラウマの影響が彼らの健全な成長を阻害し不登校や引きこもり、物質依存、自殺といった

より深刻な問題へと繋がっている。これらの問題解決には青少年本人の力だけでなく、彼らにと

って最も身近な支援者となる親の役割が大きいとされている。 

本研究のCBT班ではトラウマの影響により社会不適応状態にある青少年のケアの充実を目的

とした。我々は青少年とその親対してトラウマケアの第一段階として有効とされているトラウ

マ心理教育の提供を目的として、認知行動療法を用いた心理教育マテリアルの開発をおこなっ

た。本分担研究では「トラウマを体験した青少年の子どもをもつ親への CBT を用いた心理教育

マテリアル」を開発した。親用心理教育マテリアルは全 3 セッションの短期間介入型のワーク形

式を取り入れたマテリアルとなった。 



◼ 青少年の親用トラウマ心理教育マテリア

ルの開発 

１）親がトラウマを負った青少年を支える

ために必要とされる知識やスキルを学ぶ

ために効果的なマテリアルを作成するた

め、先行研究で得られた知見や資料を整理

し検討をする。 

➢ 既存のトラウマ心理教育について内容を

分類し共通要素を抽出する 

➢ トラウマサバイバーの家族や地域に対す

る支援介入法の文献２）をもとにこれまで

の知見を整理する 

➢ ペアレントトレーニングに代表される児

童期の親を対象とした養育支援のプログ

ラム３）を参考に方法論を検討する 

➢ 青少年期のアタッチメントの文献をもと

に理論と介入法について整理し内容を検

討する 

➢ 物質依存や自傷の行為者とその親を対象

とした心理療法の文献４）をもとに知見を

整理する 

 

２）マテリアルの提供方法とコンテンツの検討 

➢ マテリアル使用場面を想定し、サービス提

供方法検討するため、各種の介入法（親子

同時面接法、親子同時並行面接法、親単独

面接法 など）によるメリットデメリット

の整理・検討し、マテリアル実施に最も適

した提供方法を決定する 

➢ マテリアルのコンテンツを決定するため

１）で得た情報をもとに、CBT班の専門家

らによってディスカッションを重ねコン

テンツの候補を絞り込み、コンテンツ内容

を決定する 

 

（倫理面への配慮）本研究は国立精神・神経医

療研究センター倫理審査委員会の承認を受け

ている。 

 

Ｃ．研究結果 

 親用マテリアルはアタッチメント理論に基

づき、青少年の安全・安心の環境構築促進のた

め，トラウマ症状とその回復に関する知識教育

と安定化スキル，アタッチメント強化スキル，

親のストレスマネジメントの全３回で構成さ

れた。 

 

Ｄ．考察 

 親用マテリアルは青少年のアタッチメント

強化し、安心・安全の確立するためのスキルを

認知行動療法の手法を用いてマニュアル化し

た。このマテリアルは親による青少年への働き

かけでなく、親自身のセルフケアに注目しスト

レスマネジメントのコンテンツを含まれてお

り、親も治療共同体として位置付けていると捉

えることができる。 

 

Ｅ．結論 

 親用心理教育マテリアルが青少年の安全・安

心感を強化し、それによって症状改善の促進が

期待できる。今後臨床実践をとおして検証して

いく。 
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